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「
城
下
町
」
用
語
と
そ
の
概
念
の
変
遷

　
　

川
名
　
禎

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
主
要
都
市
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
城
下
町
の

上
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。
城
下
町
は
城
の
存
在
に
象
徴
さ
れ
た
都
市
で
あ

り
、
日
本
の
伝
統
的
都
市
を
示
す
一
般
的
な
用
語
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
現
代
の
都
市
に
お
い
て
も
「
企
業
城
下
町（

（
（

」
の
用
語
が
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
、
城
下
町
に
は
独
特
な
構
造
が
備
わ
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
学
術
用
語
と
し
て
こ
れ
を
捉
え
た
場
合
、
極
め
て
曖
昧
な
性

格
が
み
て
取
れ
る
。
は
じ
め
て
本
格
的
な
城
下
町
研
究
を
上
梓
し
た
小
野

均
は
、『
近
世
城
下
町
の
研
究
』
の
な
か
で
城
下
町
を
「
城
郭
を
中
心
と

し
て
成
立
せ
る
町
」
と
定
義
し
た
が（

（
（

、
こ
の
場
合
、
西
洋
都
市
の
様
な
城

郭
都
市
を
考
え
る
の
か
、
あ
く
ま
で
「
城
下
」
の
み
を
都
市
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
が
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
城
下
町
の
成
立
を

考
え
る
場
合
も
、
そ
の
成
立
を
ど
の
段
階
に
お
く
か
と
い
う
問
題
は
、
城

下
町
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
が
明
確
で
な
い
と
明
ら
か
に

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
城
下
町
」
と
い
う
用
語
は
、
中
世
、
近
世
、
近
代
、
そ
し
て
現
代
の

都
市
を
表
現
す
る
都
市
類
型
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
典
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型
的
な
近
世
城
下
町
の
都
市
類
型
が
各
時
代
に
派
生
し
た
も
の
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
吉
田
伸
之
は
、
城
下
町
を
日
本
の
前
近
代
を
代
表
す
る
都

市
類
型
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
た（

（
（

。
ま
た
、
仁
木
宏
は
、
城
下
町
を

「
武
家
の
政
治
的
支
配
拠
点
」
と
し
て
捉
え
、
中
世
都
市
の
一
類
型
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
か
つ
て
は
中
世
に
お
け
る
城
下
町
の
存

在
そ
の
も
の
が
議
論
の
俎
上
に
上
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

城
下
町
を
ど
う
定
義
す
る
か
と
い
う
問
題
は
大
変
重
要
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
特
に
空
間
的
な
側
面
に
絞
っ
て
そ
の
概
念
を
考
え
て
み
た
い
。「
城

下
町
」
と
い
う
用
語
は
、
そ
の
空
間
的
な
性
質
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
実

に
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
用
例
や
空
間
的
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
き
た
の
か
を
辿
り
な
が
ら
、
用
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
検
討

し
、
そ
の
新
た
な
枠
組
み
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

現
在
、
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
城
下
町
の
概
念
は
、
豊
田
武
に
よ

れ
ば
、「
城
郭
と
そ
の
周
辺
に
集
住
す
る
家
臣
団
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
に

物
資
を
供
給
す
る
商
工
業
者
、
そ
の
三
者
一
体
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
一
つ

の
都
市
集
落（

（
（

」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
矢
守
一
彦
も
ま
た
、
テ
ク

ニ
カ
ル
タ
ー
ム
と
し
て
同
様
の
概
念
を
用
い
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
一
方
で
、

史
料
用
語
と
し
て
の
「
城
下
町
」
は
そ
れ
と
同
一
で
は
な
い
た
め
、
用
語

の
認
識
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　

二
、「
城
下
町
」
用
語
の
普
及
と
概
念
の
変
遷

㈠　

城
下
町
概
念
の
種
類

　
「
城
下
町
」
の
用
語
に
つ
い
て
最
初
に
問
題
提
起
し
た
の
は
小
林
清
治

で
あ
る（

（
（

。
小
林
は
、「
士
屋
敷
な
ど
を
含
め
た
云
わ
ゆ
る
『
城
下
町
』
は
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
等
し
く
『
城
下
』
と
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

『
城
下
町
』
と
呼
ば
れ
た
例
は
こ
れ
を
見
出
し
え
な
い
」
と
し
、
本
来
、

城
下
町
は
城
下
の
町
人
地
を
指
す
用
語
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。ま
た
、

民
俗
学
者
の
宮
本
常
一
も
「
城
下
町
と
い
う
こ
と
ば
は
城
下
の
町
人
町
を

さ
す
も
の
で
城
下
全
体
を
さ
す
も
の
で
は
な
い（

（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
都
市

全
体
を
指
す
城
下
町
の
概
念
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
こ
う
し
た
「
城
下
町
」
用
語
に
お
け
る
概
念
は
、
統
一
し
た

見
解
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
城
下
町
」

の
項
目
を
持
つ
辞
典
類
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
比
較
し
て
も
、「
城
下
町
」

用
語
が
示
す
空
間
の
範
囲
や
そ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
表
１
）。
そ
こ
で
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
「
城
下
町
」
の
空
間
的
な
概
念
を
図
１
に
模
式
化
し
て
み
た
。

　

Ａ
タ
イ
プ
は
小
林
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
来
の
「
町
」
＝
町
人
地
の

範
囲
を
城
下
町
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｂ
タ
イ
プ
は
、
町
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が
必
要
で
あ
ろ
う
。た
し
か
に
小
野
均
の『
近

世
城
下
町
の
研
究
』
で
は
、
城
下
町
＝
城
下

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
武
家
地
、

寺
社
地
を
扱
っ
た
章
は
な
く
、
主
に
町
人
地

を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。こ
の
こ
と
は
、

小
野
が
Ｂ
タ
イ
プ
の
概
念
を
受
容
し
な
が
ら

も
Ａ
タ
イ
プ
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
っ
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ

で
Ｂ
や
Ｃ
の
タ
イ
プ
の
概
念
が
如
何
に
し
て

生
ま
れ
て
来
た
の
か
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め

る
こ
と
に
す
る
。

㈡　

史
料
用
語
と
し
て
の
「
城
下
町
」

　

最
初
に
小
林
が
具
体
的
に
述
べ
て
い
な
か
っ
た
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

「
城
下
町
」
用
語
の
用
例
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
当
時
は
一

般
的
に
「
城
下
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
が
、「
城
下
町
」
と
い
う
用
語
も

散
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
『
新
編
相
模
國
風
土
記
稿
』
の
小
田

原
の
項
に
、「
城
下
町
都
て
十
九
町
の
内
、
東
海
道
の
大
路
に
値
れ
る
所

を
通
町
と
称
す（

（1
（

」
と
あ
る
。
ま
た
、『
新
編
武
蔵
國
風
土
記
稿
』
に
も
「
河

越
城
並
城
下
町（

（1
（

」
や
、「
忍
城
並
城
下
町（

（1
（

」、「
岩
槻
城
並
城
下
町（

（1
（

」
な
ど 図１　「城下町」用語における概念のタイプ

人
地
に
加
え
城
外
の
侍
屋
敷
な
ど
を

含
め
た
城
下
と
同
義
で
あ
り
、「
門

前
町
」の
用
法
と
も
類
似
し
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｃ
タ
イ
プ
は
、
城
と
城
下
を

含
ん
だ
一
体
的
な
都
市
域
を
城
下
町

と
す
る
見
方
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
異
な
る

概
念
が
併
存
し
な
が
ら
受
容
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
林
は
Ｂ
や

Ｃ
の
タ
イ
プ
の
捉
え
方
に
つ
い
て
、

Ａ
タ
イ
プ
本
来
の
在
り
方
に
対
す
る

小
野
均
以
来
の
「
誤
解
」
が
あ
る
と

し
、
そ
の
理
由
を
、
①
明
治
以
降
に

旧
城
下
全
体
を
城
下
町
と
呼
称
す
る

習
慣
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
②
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
都
市
研
究
の
影
響
が
背

景
に
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
指
摘
は
概
ね
妥
当

な
見
解
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
小
野

均
の
誤
解
と
す
る
の
に
は
些
か
留
保

表１　辞典別にみた城下町の構成要素
分野 辞典名 城 侍屋敷 町屋 成立 出版社 発行年
地理 最新地理学辞典 ○ ○ ○ 戦国時代 大明堂 1979

日本歴史地理用語辞典 ○ ○ ○ 戦国時代 柏書房 1981
日本史 国史大辞典 ○ ○ ○ 南北朝時代 吉川弘文館 1986

郷土史辞典 ○ ○ 鎌倉時代？ 朝倉書店 1969
日本史用語大辞典 ○ 室町時代 柏書房 1978

国語 日本国語大辞典 ○ ○ ― 小学館 1972
民俗 日本民俗大辞典　 ― ○ ○ 近世初期 吉川弘文館 1999

　注）〇は、城下町に含まれる空間（構成要素）を示し、成立は城下町の成立時期を示す。
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の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
飯
田
万
年
記
』
に
は
当
時
の
「
城
下
町
」
に
対
す
る
認
識
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
往
来
ノ
旅
人
泊
ハ
上
方
ヘ
通
候
者
ハ
御
城
下
町
ニ
テ
宿
致
候
、
江
戸

へ
通
申
候
者
ハ
伝
馬
町
、
桜
町
ニ
テ
宿
致
シ
申
様
ニ
相
定
候（

（1
（

」
と
あ
り
、

「
御
城
下
町
」
と
伝
馬
役
な
ど
を
負
担
す
る
町
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
「
御
城
下
町
」
と
は
町
役
を
負
担
す
る
町
の
み
を
指
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、「
飯
田
町
」
と
い
う
場
合
に
は
そ
の
両
者
が
含
ま
れ
る（

（1
（

。

　

そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
用
例
で
特
に
興
味
を
惹
く
の
は
下
総
国
関
宿
の

例
で
あ
る
。
関
宿
城
下
の
境
町
、
谷
貝
町
は
、
城
か
ら
遠
く
隔
た
っ
た
位

置
に
存
在
す
る
町
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
周
辺
の
村
か
ら
城
下
町
と
し

て
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
二
町
が
「
城
下
町
」
と
偽
り
助
郷
役
の
免

除
を
求
め
て
い
る
と
し
て
争
論
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
関
宿
藩
は
、「
境

町
谷
貝
町
之
義
者
御
城
下
町
ニ
紛
無
之
由（

（1
（

」
と
い
う
藩
の
見
解
を
示
し
、

境
町
と
谷
貝
町
が
関
宿
の
「
御
城
下
町
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
こ
で
の
用
例
に
み
ら
れ
る
「
御
城
下
町
」
と
は
、
法
制
的
な
団
体
と

し
て
の
個
別
町
を
指
し
、
い
わ
ば
権
利
主
体
と
し
て
の
性
格
を
表
す
用
語

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
認
識
に
お
い
て
「
城
下
町
」

は
町
役
を
媒
介
と
し
て
城
（
藩
）
と
政
治
的
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
町
の
こ

と
を
指
し
て
お
り
、
城
と
町
と
の
空
間
的
位
置
関
係
を
示
す
よ
う
な
概
念

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
敢
え
て
こ
う
し
た
城
下
町
の
存
在
を
空
間
的
に
位
置
付
け
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
町
奉
行
の
管
轄
範
囲
と
し
て
の
城
下
の
町
で
あ
る
Ａ
タ

イ
プ
の
概
念
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
「
城
下
之
町
」
の
短
縮
形
と

し
て
「
城
下
町
」
の
用
語
が
う
ま
れ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
城
下
町
」
の
用
例
は
、
町
役
と
の
関
係

が
強
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

㈢　

近
代
に
お
け
る
城
下
町
概
念
の
変
遷

　

こ
う
し
た
当
時
の
認
識
に
基
づ
く
史
料
用
語
と
し
て
の「
城
下
町
」は
、

明
治
に
入
る
と
殆
ど
そ
の
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
制

度
と
し
て
の
「
城
下
町
」
が
解
体
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
代
わ
り
に
多
く
見
ら
れ
る
の
が
、「
都
府
」「
城
府
」「
城
市
」「
市
街
」

な
ど
の
都
市
そ
の
も
の
を
表
す
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、「
都
市
」
と
い

う
言
葉
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
点
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
歴
史
地
理
の
研
究
で
も
中
村
士
徳
は
「
都
府
」（
明
治
二
十
二
年
・

一
八
八
九
）
を
用
い（

（1
（

、
牧
口
常
三
郎
は
「
城
郭
都
府（

（1
（

」（
明
治
三
十
六
年
・

一
九
〇
三
）
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

都
市
の
用
語
や
概
念
が
普
及
す
る
の
は
、
市
制
及
町
村
制
が
施
行
さ
れ
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た
明
治
二
十
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
都
市
と
い
う
漢

語
を
以
て
西
洋
の
町
場
に
充
て
た
と
柳
田
国
男
が
指
摘
す
る
よ
う
に（

（1
（

、
都

市
と
い
う
言
葉
は
古
く
て
新
し
い
訳
語
で
あ
っ
た
。
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）に
地
理
学
者
の
小
田
内
通
敏
に
よ
り「
都
会
の
歴
史
的
研
究
」

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が（

（2
（

、
歴
史
地
理
的
な
研
究
に
お
い
て
は
じ
め
て
タ
イ

ト
ル
に
「
都
市
」
を
掲
げ
た
の
は
、
同
年
に
発
表
さ
れ
た
阿
部
秀
助
の
「
人

文
史
上
に
於
け
る
都
市（

（2
（

」
で
あ
り
、
そ
の
後
、
用
語
の
普
及
と
と
も
に
歴

史
学
で
も
都
市
研
究
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
再
び
「
城
下
町
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
柳
田
国
男
『
時
代
ト
農
政
』（
明

治
四
十
三
年
・
一
九
一
〇
）
や
渡
邊
世
祐
「
安
土
城
に
就
い
て
」（
明
治

四
十
五
年
・
一
九
一
二
）
が
そ
の
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
正
期

に
入
り
、
吉
田
東
伍
の
『
地
理
的
日
本
歴
史
』（
大
正
三
年
・

一
九
一
四
）、
大
類
伸
の
『
城
郭
之
研
究
』（
大
正
四
年
・
一
九
一
五
）、

栗
田
元
次
「
城
下
都
市
と
し
て
の
江
州
八
幡
町
」（『
歴
史
地
理
』
二
七
‐

一
、
大
正
五
年
・
一
九
一
六
）
な
ど
次
々
に
「
城
下
町
」
の
用
語
を
用
い

た
研
究
が
発
表
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
栗
田
は
「
城
下
都
市
」
と
い
う
用

語
を
別
に
用
い
て
都
市
全
体
を
表
現
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
大
正
五
年
五
月
に
は
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
の
学
会
誌
『
歴
史
地

理
』（
二
七
‐
五
）
誌
上
に
お
い
て
都
市
研
究
の
特
集
が
組
ま
れ
、
吉
田

東
伍
「
我
邦
都
会
成
立
の
大
要　

特
に
町
の
由
来
」、
大
類
伸
「
桃
山
時

代
と
城
下
町
」、
栗
田
元
次
「
武
士
と
都
會
生
活
」、
魚
澄
總
五
郞
「
中
世

に
於
け
る
備
後
尾
道
」
の
各
論
文
で
「
城
下
町
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
た
。

と
り
わ
け
大
類
伸
の
も
の
は
論
題
に
「
城
下
町
」
を
用
い
た
最
初
の
論
文

で
あ
っ
た
。

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
「
城
下
町
」
は
、
江
戸
時
代
の

用
例
に
近
い
Ａ
タ
イ
プ
の
概
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前

述
の
小
林
の
指
摘
①
と
は
齟
齬
を
き
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

学
術
研
究
に
お
い
て
は
、
未
だ
Ａ
タ
イ
プ
が
優
勢
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
発
表
さ
れ
た
小
川

琢
治
の
論
文
「
人
文
地
理
学
上
よ
り
観
た
る
日
本
の
都
市（

（2
（

」
は
、
Ｃ
タ
イ

プ
の
概
念
を
提
示
し
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
小
川
は
城
下
町
固
有
の

性
質
を
、「
天
守
閣
本
丸
外
廓
か
ら
成
っ
た
城
主
従
士
の
居
宅
を
囲
む
城

池
と
之
を
繞
っ
た
商
工
人
の
市
街
地
と
か
ら
成
立
つ
こ
と
で
あ
る
」と
し
、

都
市
類
型
と
し
て
の
城
下
町
を
空
間
的
に
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
論
文
の
発
表
後
、
小
川
と
同
じ
人
文
地
理
学
者
で
「
城
下
町
」
の

用
語
を
用
い
た
田
中
啓
爾（

（2
（

や
小
田
内
通
敏（

（2
（

は
、依
然
と
し
て
Ａ
タ
イ
プ
を
、

西
田
與
四
郎（

（2
（

は
Ｂ
タ
イ
プ
の
用
例
を
用
い
て
い
た
が
、
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
再
び
小
川
の
論
文
が
収
め
ら
れ
た
著
書
『
人
文
地
理
学

研
究（

（2
（

』
が
刊
行
に
な
る
と
、
中
島
東
次
、
小
田
内
通
敏
、
和
田
數
雄
、
板
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表２　戦前における「城下町」用語の使用文献と概念のタイプ
年号 西暦 著者・編者 タイトル 雑誌名・発行元 タイプ

明治43 1910 柳田国男 時代ト農政 聚精堂 A
明治45 1912 渡邊世祐 安土城に就いて 歴史地理19-1 AorB
大正3 1914 吉田東伍 地理的日本歴史 南北社 A
大正5.1 1916 栗田元次 城下都市としての江州八幡町 歴史地理27-1 A
大正5.5 1916 吉田東伍 我邦都会成立の大要、特に町の由来 歴史地理27-5 A
大正5.5 1916 大類伸 桃山時代と城下町 歴史地理27-5 A
大正5.5 1916 栗田元次 武士と都會生活 歴史地理27-5 B
大正5.5 1916 魚澄總五郎 中世に於ける備後尾道 歴史地理27-5 A
大正6 1917 三浦周行 町人の都（6） 大阪朝日新聞 A
大正7 1918 徳富猪一郎 近世日本国民史 織田時代前篇・中篇 民友社 AorB
大正10 1921 安部立郎 城下町としての川越 武蔵野4-3 A
大正14.1 1925 牧野信之助 搖籃期に於ける近江商人 歴史地理45-1 A
大正14.6 1925 小野武夫 郷士制度の研究 大岡山書店 B
大正14.9 1925 金沢庄三郎 廣辞林 三省堂 A
大正15 1926 小川琢治 人文地理学上より観たる日本の都市 地球5-5 C
昭和2.5 1927 田中啓爾 多摩御陵附近の地誌 古今書院 A
昭和2.10 1927 小田内通敏 聚落と地理 古今書院 A
昭和3.2 1928 西田與四郎 城下町の研究 地理教育7-5 B
昭和3.8 1928 小川琢治 人文地理学研究 古今書院 C
昭和3.11 1928 中島東次 城下町としての鶴岡市 地理教育9-2 C
昭和3.12 1928 小野均 近世城下町の研究 至文堂 B

昭和4 1929 鳥羽正雄
中世末期の關東に於ける都市の發生
過程（『人文地理学報 都市地理研究』
1）

刀江書院 B

昭和5.4 1930 三浦周行 日本史の研究（2） 岩波書店 A
昭和5.6 1930 谷崎潤一郎 蓼喰う虫（『谷崎潤一郎全集』9） 改造社 C?

昭和6.1 1931 小田内通敏 聚落地理（『経済学全集』38商業学
（下）） 改造社 C

昭和6.3 1931 佐々木清治 城下町の研究 地理教材研究15 B
昭和6.5 1931 太田喜久雄 薩藩領麓の研究（1） 地球15-5 A?
昭和6.7 1931 西村真次 国民の日本史（8） 早稲田大学出版部 BorC

昭和7.9 1932 板橋源 城下町成立の地理的硏究 地理教育 （臨時增
刊號） C

昭和8.7 1933 和田數雄 駿府 （靜岡） 城下町に於ける町屋 地學雜誌 45-7 BorC

昭和8.9 1933 鳥羽正雄 城郭の変遷（『岩波講座 日本歴史』
15） 岩波書店 B

昭和8.9 1933 大西源一 伊勢松坂城及び其の城下町 飯南多気郷友会 B
昭和8 1933 松尾俊郎 聚落の諸問題（『地理学講座』7） 地人書館 C
昭和8 1933 西田與四郎 都市地理（『地理学講座』7） 地人書館 B

昭和9 1934 和田數雄
米澤市内に於ける屋敷割と屋敷内の
土地利用の變遷（『大塚地理學會論
文集』 4）

古今書院 C

昭和10.11 1935 小葉田亮 旧城下町景観（『地理論叢』7） 古今書院 C

昭和10.12 1935 上原徳 城下町転移の地理学的研究-特に高崎
に就いて（『大塚地理学会論文集』5） 古今書院 C

昭和11.1 1936 石川恒太郎 延岡城下町の建設計画に就いて 社会経済史学5-11 B
昭和13 1938 長尾正憲 岡崎城下町の歴史地理的研究 歴史学研究 8-7 B
昭和15.8 1940 矢嶋仁吉 上州安中町の聚落景観（1） 地理学評論16-8 C
昭和15.11 1940 今井登志喜 本邦都市の發達 都市問題31-5 C
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橋
源
、
松
尾
俊
郎
、
上
原
徳
な
ど
そ
の
後
の
人
文
地
理
学
者
の
多
く
が
Ｃ

タ
イ
プ
の
概
念
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
表
２
）。

　

小
川
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
年
は
、
奇
し
く
も
小
野
均
の
『
近

世
城
下
町
の
研
究
』
が
世
に
出
た
年
で
も
あ
っ
た
。
地
理
学
と
歴
史
学
の

双
方
に
お
い
て
、城
下
町
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
、

偶
然
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
概
念
の
捉
え
方
に

は
多
少
の
違
い
が
生
じ
て
い
た
。
地
理
学
は
Ａ
→
Ｃ
、
ま
た
は
Ａ
→
Ｂ
→

Ｃ
と
タ
イ
プ
を
変
え
て
い
っ
た
が
、
歴
史
学
で
は
戦
前
は
Ａ
ま
た
は
Ａ
→

Ｂ
が
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
表
１
や
表
２
に
も
表
れ
て
い
る

と
い
え
る
。

　

で
は
何
故
、
地
理
学
に
お
い
て
Ｃ
タ
イ
プ
の
概
念
が
採
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
人
文
地
理
学
が
現
代
の
地
域
や
景
観
を
対

象
と
し
た
学
問
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
市
制
町
村
制
施
行
以

後
の
都
市
を
対
象
に
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
遡
及
的
に
考
察
し
、
近
代
以

降
の
都
市
概
念
や
そ
の
領
域
を
以
て
、
都
市
を
一
体
的
に
捉
え
る
傾
向
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
「
旧
城
下
町
」
と
い
う
現
代
都
市
類
型
が
当
時
存
在
し
て

い
た
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
小
葉
田
亮
に
よ
る
と
、「
旧
城
下
町
」
は

発
生
史
的
・
歴
史
的
概
念
で
あ
り
、
そ
の
景
観
的
特
性
が
失
わ
れ
れ
ば
、

現
代
都
市
分
類
法
に
お
け
る
「
旧
城
下
町
」
と
い
う
現
代
都
市
類
型
は
消

滅
す
る
と
い
う（

（2
（

。
つ
ま
り
、
当
時
の
地
理
学
に
お
い
て
城
下
町
は
現
代
都

市
の
類
型
と
し
て
理
解
さ
れ
る
考
え
方
が
一
方
に
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
Ｃ

タ
イ
プ
の
概
念
を
生
ん
だ
も
の
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
小
葉
田
は
城
下
町
の
概
念
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
都
市
即
ち
所
謂
『
町
』
は
當
時
の
人
の
意
識
せ
る
如
く
、『
町
屋
』

即
ち
商
工
人
の
居
住
區
域
の
み
で
あ
つ
た
」
と
し
つ
つ
、「
大
城
下
で
は
、

侍
屋
敷
と
町
屋
と
は
相
錯
雑
し
、
従
つ
て
城
地
と
城
下
町
と
の
境
界
は
頗

る
不
明
確
で
あ
り
、
後
者
は
必
ず
し
も
前
者
を
奪
却
す
る
を
適
當
と
し
な

い
」
と
。
こ
こ
に
は
、
連
続
す
る
実
際
の
都
市
景
観
の
広
が
り
を
以
て
、

都
市
の
概
念
を
捉
え
る
地
理
学
の
姿
勢
が
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
林
が
小
野
均
以
来
の
誤
用
で
あ
る
と
し
た
城
下
町

の
概
念
は
、必
ず
し
も
小
野
一
人
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
。確
か
に「
城

下
町
」
用
語
の
普
及
と
い
う
点
に
お
い
て
小
野
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
と
い
え
る
が（

（2
（

、城
下
町
の
概
念
の
混
乱
は
地
理
学
の
研
究
手
法
や
、

む
し
ろ
当
時
の
都
市
の
在
り
方
に
起
因
し
て
い
た
と
捉
え
る
方
が
適
当
だ

ろ
う
。

　

戦
前
の
歴
史
学
で
は
Ａ
タ
イ
プ
や
Ｂ
タ
イ
プ
の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い

た
が
、
地
理
学
に
お
い
て
は
そ
の
研
究
手
法
や
問
題
意
識
の
相
違
か
ら
Ｃ

タ
イ
プ
の
概
念
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
今
日
こ
の
タ
イ
プ
の
概
念
が
広
く
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受
容
さ
れ
多
く
の
研
究
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
極
め

て
近
代
的
な
都
市
の
概
念
を
以
て
、
前
近
代
の
集
落
を
捉
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
こ
に
は
「
城

下
町
」
と
い
う
用
語
の
持
つ
概
念
と
し
て
の
矛
盾
も
内
在
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　
　

三
、
城
と
「
城
下
」
概
念

　
「
城
下
」
と
は
文
字
通
り
に
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
城
の
下
を
指
す

場
所
の
名
称
で
あ
り
、
城
と
城
下
と
は
互
い
に
垂
直
的
な
位
置
関
係
に

よ
っ
て
対
比
さ
れ
る
用
語
だ
と
い
え
る
。
西
日
本
に
多
い
「
山
下
」
の
呼

称
も
ま
た
城
下
と
同
義
で
、
垂
直
的
関
係
が
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
ま
た
、

東
日
本
の
中
世
城
館
に
は
「
根
小
屋
」
の
呼
称
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
も
ま
た
本
拠
を
示
す
と
同
時
に
山
の
根
に
由
来
す
る
言
葉
で
も
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
城
と
城
下
の
垂
直
的
な
位
置
関
係
は
、
戦
国
期
の
山
城
の
場

合
を
想
起
す
れ
ば
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
両
者
の
関
係
は
必
ず
し
も
こ
う
し
た
垂
直
的
な
位
置
関
係
だ
け
で
対
比

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
城
下
に
は
「
城
の
外
」
と
い
う
意
味
も
あ
り（

（3
（

、

い
わ
ば
水
平
的
な
位
置
関
係
に
お
け
る
内
と
外
の
対
比
と
し
て
も
こ
れ
を

理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
中
国
の
城
壁
都
市
に
お
け
る
城

壁
の
内
と
外
が
想
起
さ
れ
る
が
、
古
代
日
本
の
場
合
で
も
出
羽
国
秋
田
城

な
ど
で
「
城
下
」
と
い
う
呼
称
が
既
に
用
い
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
同
じ
出
羽
国

雄
勝
城
で
も
「
出
羽
国
雄
勝
城
下
の
俘
囚
四
百
余
人（

（3
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、

城
の
外
ま
た
は
そ
の
周
辺
（
或
は
管
轄
下
）
を
指
す
用
語
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　

城
下
を
城
の
外
と
捉
え
た
場
合
、
城
下
と
い
う
言
葉
に
は
空
間
的
な
限

界
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、極
端
に
い
え
ば
城
下
は
無
限
に
広
が
る
。

そ
こ
で
城
下
に
何
ら
か
の
限
定
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
城
と
の

関
係
で
存
在
す
る
景
観
や
機
能
の
及
ぶ
範
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
こ
の
点
は
城
下
の
概
念
を
捉
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
城
下
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
は
必
ず
し
も
都
市
的
な
集
落
を
意
味
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
城
下
が
農
村
で
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
わ
け
で
あ

る
。
ま
た
日
本
の
場
合
、
城
と
城
下
と
い
う
言
葉
の
間
に
は
、
た
と
え
象

徴
的
な
上
下
意
識
が
含
意
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
身
分
的
な
関

係
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
城
下
」
と
い
う
呼
称
が
一
般
に
普
及
す
る
の
は
近
世
初

期
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
安

土
で
出
さ
れ
た
制
札
に
は
「
安
土
山
下
町
中（

（3
（

」
と
あ
る
が
、『
信
長
公
記
』
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で
は
「
山
下
」
と
「
城
下
」
と
が
そ
れ
ぞ
れ
併
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
安

土
に
つ
い
て
は
「
御
山
下
に
各
御
屋
敷
下
さ
れ（

（3
（

」
と
い
う
様
に
城
に
対
す

る
相
対
的
な
位
置
を
示
す
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
『
室

町
殿
日
記
』
で
は
、「
こ
と
に
場
所
は
当
時
み
や
こ
と
き
こ
ふ
る
安
土
の

城
下
な
り（

（3
（

」
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
城
下
」
＝
都
会
の
イ
メ
ー

ジ
が
近
世
初
期
に
お
い
て
次
第
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
そ
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
城
と
城
下
と
が
互
い
に
分
離
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
林
子
平
は
『
海
国
兵
談
』
に
お
い

て
、「
城
下
段
々
廣
ク
成
て
、
城
ハ
城
、
城
下
は
城
下
ト
別
物
に
成
た
り（

（3
（

」

と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
城
下
の
範
囲
は
制
度
的
に
固
定
化
し
て
い
く
傾
向

を
み
せ
た
が
、
身
分
制
都
市
と
い
わ
れ
る
城
下
町
に
お
い
て
、
一
貫
し
て

「
城
下
」
の
呼
称
が
用
い
ら
れ
続
け
た
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
今
後
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

城
と
城
下
と
い
う
対
置
さ
れ
る
二
つ
の
空
間
を
、
一
体
的
に
捉
え
る
Ｃ

タ
イ
プ
の
城
下
町
概
念
に
は
、
城
の
外
を
示
す
城
下
が
、
逆
に
城
を
含
む

と
い
う
語
意
の
上
で
の
大
き
な
矛
盾
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
の

「
町
」
と
は
江
戸
時
代
の
個
別
町
や
惣
町
で
は
な
く
、
近
代
的
な
用
法
で

の
町
で
あ
り
、
市
制
町
村
制
を
経
て
定
着
し
た
都
市
の
町
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

四
、一
体
的
都
市
と
し
て
の
城
下
町　

―
都
市
の
全
体
像
―

　

宮
本
常
一
に
よ
る
と
、
都
会
を
「
町
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明

治
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
い
う（

（3
（

。
確
か
に
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
『
英

和
対
訳
袖
珍
辞
書（

（3
（

』
を
み
る
と
、〝tow

n

〟
を
「
町
」
で
は
な
く
、「
都
府
」

と
訳
し
て
い
る
が
、〝out street

〟
は
「
外
町
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ

と
か
ら
江
戸
時
代
の
「
町
」
は
い
わ
ば
〝street

〟
と
見
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
「
町
」
は
制
度
的
な
個

別
町
ま
た
は
そ
の
集
合
体
を
指
し
、
近
代
の
「
町
」
は
都
会
と
し
て
の
町

を
指
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
後
者
は
一
体
的
な
都
市
と
し
て

の
在
り
方
を
反
映
し
て
い
る
。

　

そ
れ
故
に
、
江
戸
時
代
の
認
識
に
お
い
て
、
一
般
的
な
城
下
町
は
一
体

的
都
市
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
要
因
は
、
①
都
市
全
体
を

呼
ぶ
正
式
な
名
称
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
②
都
市
全
体
を
管
轄
す
る
組
織

が
な
い
こ
と
、
③
都
市
の
認
識
や
都
市
へ
の
帰
属
意
識
が
同
じ
で
は
な
い

こ
と
、
な
ど
と
い
っ
た
理
由
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は

後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
一
般
的
に
は
「
城
下
」
の

呼
称
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
城
や
実
質
的
な
都
市
域
を
含
む
都
市
名
は
、

地
域
名
と
し
て
の
も
の
を
除
く
と
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
。②
に
つ
い
て
は
、
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城
や
武
家
地
、
寺
社
地
な
ど
も
含
め
て
都
市
行
政
を
行
う
組
織
が
江
戸
時

代
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
に
歴
史
学
を
中
心
に
町
奉
行
所
の
支
配
範

囲
を
も
っ
て
都
市
を
捉
え
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。
③
に
つ
い
て
も
、

武
家
と
町
人
で
は
都
市
に
対
す
る
帰
属
意
識
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

そ
の
こ
と
は
、
近
代
に
至
っ
て
も
な
お
城
下
町
が
統
一
さ
れ
ず
、
武
家
地

と
町
人
地
と
で
別
々
の
行
政
区
を
形
成
し
た
、
新
発
田
、
村
上
、
長
岡
、

高
田
、
高
梁
、
臼
杵
な
ど
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
城
下
町
の
実
態
に
対
し
、
戦
後
に
お
け
る
城
下
町
研
究
の
多

く
は
こ
れ
を
一
体
的
都
市
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
何
よ
り
も
タ
イ
プ
Ｃ
の

概
念
の
受
容
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
点
に
対
す

る
近
代
以
降
の
都
市
概
念
の
影
響
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
こ
の
考
え
方
を
推
し
進
め
た
の
が
、
戦
後
の
封
建

都
市
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
城
下
町
は
権
力
者
の
意
図
に
よ
っ
て

創
建
ま
た
は
再
編
さ
れ
た
都
市
で
あ
り
、
い
わ
ば
諸
機
能
を
計
画
的
に
配

し
た
政
治
都
市
と
し
て
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（4
（

。
そ
の
結
果
、
前
面
に
押

し
出
さ
れ
た
の
が
城
下
町
の
身
分
制
都
市
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
城
を

頂
点
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
都
市
空
間
は
、
城
下
町
を
一
体
的
な
都
市

と
し
て
理
解
さ
せ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
近
世
初
期
に
い
わ
ゆ
る
総
構
え
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
武
家
の

集
住
や
商
工
人
の
誘
致
を
達
成
し
た
城
下
町
が
、
空
間
的
に
も
分
散
的
な

性
格
を
持
つ
中
世
の
そ
れ
に
比
し
て
、
よ
り
一
体
的
な
都
市
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（

（4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
、
戦
後
の
諸
研
究
の
成
果
は
、
今
後
も
発
展
的
に
継
承
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
城
下
町
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
前
近
代

の
認
識
に
戻
っ
て
一
度
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
城
と
城
下
の
関
係
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
武
士
と
町
人
と
の
関
係

へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
城
下
町
は
武
士
と

町
人
と
い
う
大
き
な
身
分
的
枠
組
み
が
二
極
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
り
、
い
わ
ば
二
元
的
構
造
を
内
包
す
る
都
市
で
あ
る
。
実
態
と
し
て

二
元
的
で
あ
り
な
が
ら
、
用
語
と
し
て
は
「
城
下
町
」
と
し
て
一
元
的
に

理
解
し
て
い
る
点
は
改
め
て
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
こ
こ
で
の
詳
述
は
避
け
る
が
、
城
と
町
と
で
異
な
る

地
名
を
有
す
る
城
下
町
の
存
在
（
忍
と
行
田
、
松
山
と
高
梁
、
岡
と
竹
田

な
ど
）
を
も
考
慮
に
入
れ
た
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
日
本
の
都
市
の
特
質

を
捉
え
る
上
で
も
重
要
な
分
析
視
角
に
な
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
都
市
の
一
体
的
な
把
握
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
む
し
ろ
何
を
以
て
一
体
的
と
捉
え
る
の
か
と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は
、成
立
時
の
状
況
や
総
構
え
の
有
無
と
い
っ

た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
全
て
の
城
下
町

が
等
し
く
同
じ
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
城
下
町
の
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一
体
化
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
城
下
町
の
状
況
に
即
し
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
都
市
地
理
学
の
立
場
か
ら
都
市
の
全
体
を
論
じ
る
場
合
に

は
、
そ
れ
ら
を
地
域
構
造
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
多
い
。
木
内
信
蔵
や
田

辺
健
一
は
、
城
下
町
を
全
体
と
部
分
に
よ
る
地
域
構
造
と
し
て
理
解
し

た（
（4
（

。
こ
う
し
た
立
場
の
も
と
、
横
尾
実
は
秋
田
の
城
下
町
（
久
保
田
）
を

検
討
し
、
そ
こ
に
全
体
地
域
と
し
て
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
統

一
地
域
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た（

（4
（

。
ま
た
木
本
浩
一
は
、
従
来
の
城
下
町

概
念
を
再
検
討
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
が
行
政
地
域
と
し
て
把
握
さ
れ
る

傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
実
質
地
域
と
し
て
の
理
解
の
重
要
性
を

主
張
し
、
そ
し
て
形
式
的
、
実
質
的
の
両
面
か
ら
城
下
町
の
範
域
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
る（

（4
（

。

　

こ
う
し
た
研
究
は
、
単
位
地
区
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
が
十
分

で
は
な
い
も
の
の
、
城
下
町
の
全
体
像
を
い
わ
ば
地
域
論
と
し
て
捉
え
る

方
法
に
お
い
て
有
効
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
よ
り
実
質
的
な
都
市
域
の
究
明

が
志
向
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

最
後
に
江
戸
時
代
の
一
体
的
都
市
観
に
も
関
わ
る
よ
う
な
城
下
町
の
実

質
的
な
地
域
の
広
が
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

五
、
広
域
地
名
と
し
て
の
城
下
町

　

先
に
城
下
町
に
は
都
市
全
体
を
呼
ぶ
正
式
な
名
称
が
存
在
し
な
い
と
し

た
が
、実
は
多
く
の
場
合
こ
れ
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
広
域
地
名
が
あ
る
。

例
え
ば
、
江
戸
、
名
古
屋
、
大
坂
と
い
っ
た
呼
称
は
、
城
の
名
称
で
あ
り
、

城
下
の
名
称
で
あ
り
、
周
辺
地
域
を
も
含
む
広
域
地
名
で
も
あ
る
。
こ
う

し
た
地
名
は
、
本
来
は
都
市
が
建
設
さ
れ
る
以
前
か
ら
存
在
す
る
郡
名
や

郷
名
、
庄
名
ま
た
は
村
名
で
あ
り
、
漠
然
と
し
た
地
域
呼
称
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
新
た
に
命
名
さ
れ
た
新
地
名
を
持
つ
城
下
町
も
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
や
は
り
そ
の
範
囲
は
厳
密
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

江
戸
の
場
合
、
当
初
は
下
町
の
一
部
を
表
す
地
名
で
あ
っ
た
も
の
が
、

や
が
て
「
大
江
戸
」
と
呼
ば
れ
る
広
域
地
名
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
こ
う

し
た
城
下
町
の
地
名
は
、
そ
の
土
地
の
名
称
で
あ
る
か
ら
そ
れ
自
体
で
連

続
的
な
一
体
的
都
市
を
表
現
す
る
名
称
に
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
江
戸
の
よ

う
な
大
都
市
で
は
、
実
質
的
都
市
域
を
反
映
し
て
、
そ
の
範
囲
を
時
代
と

と
も
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

名
古
屋
の
場
合
、
林
董
一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
範
囲
は
、
名
古
屋
村
を
中

心
と
し
て
大
曽
根
、
枇
杷
島
、
前
津
小
林
、
古
渡
の
諸
村
を
含
む
、
広
大

な
地
域
を
指
す
と
い
う
。
一
方
で
町
奉
行
が
管
轄
す
る
町
地
は
は
る
か
に
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狭
く
、
町
中
、
寺
社
門
前
、
町
続
の
三
つ
の
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
た
と
い

う
。
さ
ら
に
両
者
の
間
に
は
「
城
下
」
の
呼
称
が
あ
り
、
町
奉
行
管
轄
外

の
地
域
を
も
含
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る（

（4
（

。

　

こ
れ
に
対
し
広
島
の
場
合
で
は
、
木
本
浩
一
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
城

や
武
家
地
、「
町
中
」（
地
代
免
除
）
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
「
核
心
地
区
」

の
周
辺
に
、「
新
開
組
」（
年
貢
地
）
な
ど
の
「
市
街
化
地
区
」
が
存
在
し
、

さ
ら
に
「
広
島
町
」
や
「
広
島
府
」
と
呼
ば
れ
る
い
わ
ば
「
特
別
行
政
地

区
」（
町
奉
行
支
配
地
域
）
が
郡
域
を
越
え
て
存
在
し
て
い
る（

（4
（

。
木
本
は

こ
の
「
広
島
府
」
を
「
広
域
城
下
町
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
名
古
屋
と
は

異
な
り
、
実
質
的
な
都
市
の
拡
大
を
行
政
面
の
支
配
が
追
従
し
た
形
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
地
名
に
よ
る
城
下
町
の
呼
称
は
、
地
域
呼
称
と
し
て

拡
大
す
る
傾
向
を
示
し
た
が
、
町
奉
行
の
管
轄
範
囲
が
そ
れ
と
対
応
す
る

か
ど
う
か
は
城
下
町
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
城
下
町
の
範
囲

を
行
政
支
配
に
限
定
し
て
固
定
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
、
都
市
と
し
て
城

下
町
を
捉
え
る
上
で
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
地
名
と
し
て
の
城
下
町
が
示
す
広
域
な
都
市
域
の
検
討
は
、
城
下

町
を
一
体
的
都
市
と
し
て
捉
え
る
上
で
も
、
ま
た
そ
れ
を
地
域
論
的
に
理

解
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
行
政
支
配
を
越
え
た
実
質
的
都
市
の
広
が
り
を
以
て
、
こ
こ

に
い
わ
ば
第
四
の
空
間
的
な
概
念
で
あ
る
、
タ
イ
プ
Ｄ
（
ま
た
は
非
都
市

域
を
含
む
広
域
地
名
と
し
て
タ
イ
プ
Ｅ
）が
誕
生
す
る
。例
え
ば
こ
れ
を
、

城
下
町
成
立
時
に
お
い
て
は
、
城
の
役
を
負
担
し
た
周
辺
村
落
ま
で
を
含

む
範
囲
と
し
、
城
下
町
の
成
熟
期
以
降
で
は
、
そ
の
拡
大
地
域
や
周
辺
地

域
を
含
む
、
機
能
的
関
連
を
持
っ
た
範
囲
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
地
域
こ
そ
が
広
域
地
名
と
い
う
か

た
ち
で
一
体
的
に
認
識
さ
れ
た
空
間
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
江
戸
、
名
古
屋
、
広
島
な
ど
で
は
、「
府
」

ま
た
は
「
府
内
」
と
い
う
呼
称
が
連
続
的
な
一
体
的
都
市
を
表
す
名
称
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
必
ず
し
も
公
称
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
美
称
や
俗
称
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が（

（4
（

、
一
体

的
都
市
に
対
す
る
当
時
の
認
識
と
し
て
、
今
後
は
各
地
の
事
例
を
検
討
す

る
中
で
そ
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

六
、
お
わ
り
に

　

従
来
、
城
下
町
に
お
け
る
都
市
の
全
体
構
造
は
、
い
わ
ば
自
明
の
こ
と

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
理
解
は
城
下
町
の
概
念
が

時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
結
果
で
も
あ
っ
た
。「
城
下
町
」
用
語
の

用
例
を
検
討
し
た
結
果
、
城
下
町
の
概
念
は
Ａ
タ
イ
プ
か
ら
Ｃ
タ
イ
プ
へ
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と
変
わ
り
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
が
混
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
Ｃ
タ
イ
プ
の
捉

え
方
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
城
下
町
の
概
念
の
変
化
は
、
近
代
の
都
市
概
念
や
市
町
村
制

の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
は
地
理
学
の
研
究
方
法
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

世
都
市
研
究
及
び
戦
後
の
封
建
都
市
研
究
の
成
果
な
ど
を
受
け
て
、
一
体

的
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
と
い
え

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
は
江
戸
時
代
の
認
識
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
戦
国
期
以
来
の
城
と
城
下
の
対
置
概
念
は
近
世
を
通
じ
て
継
承

さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
一
体
的
な
都
市
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
は

い
え
な
い
。
そ
れ
が
明
治
以
降
に
お
け
る
都
市
地
域
の
再
編
を
通
じ
て
一

体
的
都
市
概
念
が
明
確
化
さ
れ
る
と
、
城
下
町
概
念
は
そ
れ
が
城
を
含
む

と
い
う
語
意
の
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
も
、
近
代
以
降
に
都
市
類
型
と
し
て

定
着
し
た
の
で
あ
る
。
都
市
と
い
う
概
念
も
存
在
し
な
い
江
戸
時
代
に

あ
っ
て
、
城
下
町
の
一
体
的
都
市
認
識
は
我
々
が
想
像
す
る
ほ
ど
明
確
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
城
下
町
概
念
は
、
都
市
的
な
生
活
様

式
に
満
た
さ
れ
た
現
代
の
我
々
の
感
覚
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
今
後
城
下
町
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
け
ば
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
当
時
の
認
識
に
つ
い
て
の
理
解
を
一
層
深
め

る
こ
と
が
ま
ず
は
重
要
で
あ
る
。
前
近
代
に
お
け
る
都
市
の
認
識
と
、
学

術
用
語
と
し
て
の
概
念
と
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
相
互
の
関
係
を
考

え
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
城
下
町
を
一
体
的
都
市
と
し
て
理
解

す
る
場
合
で
も
、
戦
後
の
城
下
町
研
究
に
お
け
る
慣
習
か
ら
従
来
の
概
念

を
採
用
す
る
、
と
い
っ
た
消
極
的
な
理
由
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
一
体
的

都
市
と
し
て
捉
え
る
こ
と
自
体
の
意
味
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
例
え
ば
タ
イ
プ
Ｃ
の
概
念
を
採
る
場
合
に
は
、
何
故
そ
の
概
念
な
の

か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
年
の
江
戸
に
お
け
る
都
市
社
会
史
研
究
の
深
化
は
、
分
節
的

な
都
市
構
造
と
単
位
社
会
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
が（

（4
（

、
都
市
の
全
体

像
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
提
示
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
分
節
」
と
は
本
来
「
全
体
」
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
概
念

で
あ
り
、
そ
の
全
体
像
の
究
明
に
も
意
識
が
注
が
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
ま
た
、
地
理
学
の
側
か
ら
も
城
下
町
の
地
域
論
的
理
解
を
一
層

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
論
は
全
体
と
部
分
と
の
関
係
の
究
明
を
目
指

す
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
全
体
像
と
単
位
地
域
間
の
相
互
関
係
と
を
同
時

に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
先
ほ
ど

の
タ
イ
プ
Ｄ
や
Ｅ
の
概
念
に
つ
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　

都
市
の
一
体
化
は
、
景
観
と
し
て
の
連
続
性
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ

る
現
象
で
は
な
く
、
純
粋
に
機
能
の
結
び
つ
き
と
し
て
も
表
れ
る
現
象
で
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あ
る
。
地
理
学
に
お
け
る
城
下
町
研
究
は
、
伝
統
的
に
形
態
を
重
視
す
る

景
観
論
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
一
体
的
に
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

む
し
ろ
景
観
で
は
な
く
機
能
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
機
能
地
域

と
し
て
の
理
解
が
重
要
で
あ
る（

（4
（

。

　

都
市
と
し
て
の
城
下
町
の
概
念
は
、
従
来
の
景
観
論
や
地
域
論
・
機
能

論
、
そ
し
て
絵
図
や
地
誌
書
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
認
識
論
と
い
っ

た
、
異
な
る
視
点
か
ら
の
総
合
的
検
討
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）
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本
正
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錯
す
る
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
一
九
一
頁
。

（
4
）�

仁
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―
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史
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史
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史
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〇
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八
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年
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二
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未
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、
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。
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編
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廿
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編
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雄
山
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、
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編
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記
稿
』
巻
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十
二 

入
間
郡
之
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田
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人
編
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日
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誌
大
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新
編
武
蔵
國
風
土
記
稿 

八
』
雄
山
閣
、
一
九
三
二
年
、

二
二
一
頁
）。

（
12
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新
編
武
蔵
國
風
土
記
稿
』
巻
之
二
百
十
六 

埼
玉
郡
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十
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蘆
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編
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地
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編
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、
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編
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國
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土
記
稿
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郡
之
二
（
蘆
田
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編
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大
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第
十
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新
編
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蔵
國
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土
記
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山
閣
、一
九
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年
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頁
）。

（
14
）�『
飯
田
万
年
記
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伊
那
史
料
刊
行
会
編
『
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編
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史
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叢
書
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』
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史
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書
社
、

一
九
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五
年
、
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。

（
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馬
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え
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右
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頁
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史
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史
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郡
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（
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中
村
士
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「
歴
史
的
中
心
と
し
て
の
都
府
」『
歴
史
地
理
』
八
‐
一
・
二
、

一
八
八
九
年
。

（
18
）�
牧
口
常
三
郎
『
人
生
地
理
学
』
下
巻
、
文
會
堂
、
一
九
〇
三
年
。
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柳
田
国
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『
都
市
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農
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一
九
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。

（
20
）�

小
田
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通
敏
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及
び
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史
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研
究
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て
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史
地
理
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十
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一
、一
九
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八
年
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（
21
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部
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人
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史
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け
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史
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二
‐
三
、一
九
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八
年
。
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22
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し
昭
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入
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西
田
與
四
郎
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佐
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木
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治
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概
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用
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れ
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っ
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い
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（
西
田
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四
郎
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城
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研
究
」『
地
理
教
育
』七
‐
五
、一
九
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八
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々
木
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究
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理
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研
究
』
一
五
、一
九
三
一
年
）。

（
23
）�

小
川
琢
治
「
人
文
地
理
学
上
よ
り
観
た
る
日
本
の
都
市
」（『
地
球
』
五
‐
五
、

一
九
二
六
年
、
九
八
頁
。

（
24
）�

田
中
啓
爾
『
多
摩
御
陵
附
近
の
地
誌
』
古
今
書
院
、
一
九
二
七
年
。

（
25
）�

小
田
内
通
敏
『
聚
落
と
地
理
』
古
今
書
院
、
一
九
二
七
年
。

（
26
）�

西
田
與
四
郎
「
城
下
町
の
研
究
」『
地
理
教
育
』
七
‐
五
、一
九
二
八
年
。

（
27
）�

小
川
琢
治
『
人
文
地
理
学
研
究
』
古
今
書
院
、
一
九
二
八
年
。

（
28
）�

小
葉
田
亮
「
旧
城
下
町
景
観
」『
地
理
論
叢 

第
７
輯
』
古
今
書
院
、
一
九
三
五
年
。

（
29
）�

大
西
源
一『
伊
勢
松
坂
城
及
び
其
の
城
下
町
』（
飯
南
多
気
郷
友
会
、一
九
三
三
年
）

は
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
に
同
氏
が
行
っ
た
講
演
「
松
坂
城
市
の
剏

始
に
つ
い
て
」
の
講
演
内
容
に
、
若
干
の
増
補
改
訂
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
間
に
「
城
市
」
→
「
城
下
町
」
へ
と
用
語
の
変
化
が

生
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
尚
、
城
下
町
の
概
念
に
つ
い
て
は
、「
旧
城

下
町
」
の
用
例
で
は
Ｂ
タ
イ
プ
の
認
識
が
伺
わ
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
小

野
均
と
同
様
に
Ａ
タ
イ
プ
と
し
て
の
性
格
が
強
い
と
い
え
る
。

（
30
）�

大
槻
文
彦
編
『
言
海
』（
秀
英
社
、
一
八
九
一
年
、
第
二
版
）
に
よ
る
「
城
下
」

の
説
明
は
以
下
の
通
り
。
①
城
ノ
シ
タ
。
城
ノ
外
。
②
大
名
ノ
居
城
ノ
邊
ニ
ア
ル

市
街
。
城
市
。

（
31
）�

宝
亀
十
一
年
八
月
乙
卯
。林
陸
郎
校
注
訓
訳『
完
訳
注
釈　

続
日
本
紀　

巻
丗
六—

四
十
』
現
代
思
想
社
、
一
九
八
八
年
、
一
四
四
頁
。

（
32
）�

神
護
景
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
。
林
陸
郎
校
注
訓
訳
『
完
訳
注
釈　

続
日
本
紀　

巻

廿
三
―
廿
九
』
現
代
思
想
社
、
一
九
八
七
年
、
一
九
頁
。

（
33
）�

奥
野
高
広
『
織
田
信
長
文
書
の
研
究
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
、

三
〇
〇
頁
。

（
34
）�

太
田
牛
一
著
、
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
彦
校
注
『
角
川
文
庫 

信
長
公
記
』
角
川
書
店
、

一
九
六
九
年
、
二
〇
七
頁
。

（
35
）�

笹
川
祥
生
編
『
室
町
殿
日
記 

京
都
大
学
本
』
下
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
、

九
二
頁
。

（
36
）�

山
岸
徳
平
・
佐
野
正
巳
編
『
新
編 

林
子
平
全
集 

１
』
第
一
書
房
、
一
九
七
八
年
、

一
九
三
頁
。

（
37
）�

前
掲
注
（
９
）、
三
一
頁
。

（
38
）�「
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
」（
文
久
二
年
・
一
八
六
二
）、
杉
本
つ
と
む
編
『
江
戸
時

代
翻
訳
日
本
語
辞
典
』
早
稲
田
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。

（
39
）�

小
葉
田
は
、
金
沢
に
お
け
る
江
戸
時
代
の
地
誌
的
記
述
を
引
用
し
、
当
時
の
認
識

に
お
い
て
金
沢
が
「
一
個
の
有
機
的
都
市
」
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
点
を

指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
行
政
上
の
城
下
と
、
聚
落
、
就
中
都
市
と
し
て
の
城

下
町
と
は
、同
一
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る（
前
掲
注（
28
）、

三
八
頁
）。

（
40
）�

①
豊
田
武
『
日
本
の
封
建
都
市
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
。
②
原
田
伴
彦
『
日

本
封
建
都
市
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
七
年
。

（
41
）�

原
田
伴
彦
『
都
市
発
達
史
研
究　

原
田
伴
彦
論
集 

一
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
四
年
。

（
42
）�
①
木
内
信
蔵
『
地
域
概
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八
年
、
一
〇
〇
頁
。
②

田
辺
健
一
『
都
市
の
地
域
構
造
―
改
訂
増
補
版
―
』
大
明
堂
、
一
九
七
九
年
、

四
八
～
五
一
頁
。

（
43
）�

横
尾
実
「
城
下
町
秋
田
の
地
域
形
成
様
式
」『
東
北
地
理
』
四
三
‐
一
、一
九
九
一

年
。
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（
44
）�
木
本
浩
一
「
藩
政
期
に
お
け
る
広
島
城
下
町
の
空
間
構
造
」『
地
理
科
学
』
四
七

‐
二
、一
九
九
二
年
。

（
45
）�
①
林
董
一
「
都
市
の
法
制
」
豊
田
武
・
原
田
伴
彦
・
矢
守
一
彦
編
『
講
座
日
本
の

封
建
都
市
』
第
二
巻
、
一
九
八
三
年
、
文
一
総
合
出
版
。
②
同
「
名
古
屋
・
御
城

下
」『
法
学
研
究
』
一
、一
九
五
八
年
。

（
46
）�

前
掲
注
（
44
）、
九
～
一
一
頁
。

（
47
）�

前
掲
注
（
45
）
②
、
一
七
二
～
一
七
三
頁
。
尚
、
下
総
佐
倉
で
は
、
関
宿
と
同
様

に
城
下
町
の
分
散
傾
向
が
み
ら
れ
、
佐
倉
城
下
五
町
よ
り
も
「
府
内
」
の
範
囲
の

方
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
関
宿
や
佐
倉
は
、
広
域
地
名
を
越
え
て
「
城
下
町
」
が

展
開
し
て
お
り
、
従
来
の
城
下
町
の
概
念
で
は
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
例
だ
と
い

え
る
。

（
48
）�

吉
田
伸
之
『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
吉

田
伸
之
・
伊
藤
毅
ほ
か
『
伝
統
都
市
４ 
分
節
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
ほ
か
。

（
49
）�

拙
稿
で
は
、
城
下
町
を
政
治
的
相
互
依
存
関
係
に
基
づ
く
機
能
地
域
と
し
て
捉
え

て
い
る
（
川
名　

禎
「
分
散
城
下
町
の
成
立
と
そ
の
統
合
原
理
―
下
総
国
関
宿
城

下
町
の
復
原
を
通
じ
て
―
」『
歴
史
地
理
学
』
五
〇
‐
五　

二
〇
〇
八
年
）。 


